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危機管理室（☎ 62-3145）問
南海トラフ地震臨時情報と
防災対応の流れについて

　南海トラフ地震は、駿河湾から日向灘沖にかけてのプレート境界を震源域として、概ね 100
〜 150 年間隔で繰り返し発生してきた大規模地震で、30年以内の発生確率は 70〜 80%です。
　上野原市は、南海トラフ地震に係る地震防災対策の推進に関する特別措置法により、南海ト
ラフ地震が発生した場合に甚大な被害が起きるおそれがある地域として、南海トラフ地震防災
対策推進地域に指定されています。

南海トラフ地震とは？

　「南海トラフ臨時情報」は、南海トラフ沿いで大規模地震の発生する可能性が高まった場合に、
気象庁から発表される情報です。
　臨時情報の発表後の防災対応を行いやすくするため、「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」
のようにキーワードを付して発表されます。

南海トラフ臨時情報とは

キーワード 発表条件

調査中 観測された異常な現象が、南海トラフ沿いの大規模な地震と関連するか
どうかの調査を開始した場合や、調査を継続している場合

巨大地震警戒 南海トラフ沿いの想定震源域内のプレート境界において、Ｍ 8.0 以上の
地震が発生したと評価した場合

巨大地震注意
南海トラフ沿いの監視領域内において、Ｍ 7.0 以上の地震が発生したと
評価した場合
プレート境界で、通常とは異なる「ゆっくりすべり」が観測された場合

調査終了 巨大地震警戒、巨大地震注意のいずれにも当てはまらない場合
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